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教授三隅二不二 教授麻生 誠 助教授菅井勝雄
論文内容の要旨
本論文は. I授業(教授・学習過程) J と「学級経営J における教師の意思決定とリーダーシップの
問題を理論的・実証的に検討している。なお，本論文は. 3 部・ 9 章(ただし，終章を含む)で構成さ
れている。
第 I 部は 3 つの章からなり，理論編を受け持っている。つまり 第 I 部は，本論文の研究主題である
「教師の意思決定とリーダーシップJ が「授業J と「学級経営J という教育活動領域の中でどのような
意義と機能をもち，さらに相互にどのような関連性があるのかを理論的に検討している。いわば，第 E
部(実証編 1) と第E部(実証編 ll) への道案内としての役割を担っている。
第 l 章(教師の意思決定とリーダーシップ研究の意義)では，最初に「学校教育における教師の役割J
が論及され，次に「教師の意思決定とリーダーシップの定義と特徴」が論じられている。




第 3 章(本論文における各章の位置づけおよびその相互関係)では. I教師の意思決定とリーダーシ
ップ行動に関連する研究課題領域(図 3-1 参照) J に依拠しながら，第 E部と第E部における各章の
位置づけおよびその相互関係を検討している。
第 E部(第 4 ・ 5 章)では，学級経営における教師のリーダーシップの問題がリーダーシップ PM論
を基礎としながら，様々な角度から検討されている。












第E部(第 6--8 章)では，学校における最も基本的な教育活動である「授業j を研究対象としてい
る。そして，その授業研究は， I教師の意思決定」と「教師のリーダーシップ(教授行動) J という 2
つの視，点から行われている。







第 8 章(授業における教師の意思決定とリーダーシップとの関係)では， I授業過程における教師の
意思決定J を測定・評価するための方法・技法(評定尺度とカテゴリー・システム)を開発するととも
に，教師の意思決定とリーダーシップ(教授行動)との関係を検討している。つまり，第 l 節では，小
学校 5 年・社会科の授業と，小学校 3 年・理科の授業を研究対象としながら，第三者(観察者)の目を
通して， I授業過程における教師の意思決定」を究明するとともに，教師の意思決定と授業行動(主と
して教授行動)との関係を明らかにさせている。そして，第 2 節では，小学校 5 年・社会科の授業と中
学校 2 年・数学科の授業を研究対象としながら，授業者(本人)の目を通して， I授業過程における教
師の意思決定J を分析するとともに 教師の意思決定と教授行動との関係を明らかにさせている O
終章では，以上の研究結果をふまえ，次の 3 つの観点から全体的考察を行っている。
(1) I教師のリーダーシップと意思決定J を測定・分析するための用具および技法の開発




「教師のリーダーシップj に関しては，次の 2 つの測定尺度が開発されている。 1 つは. I学級経営
における教師のリーダーシップ」測定尺度である(第 4 章・第 1 節参照)。乙の尺度は， リーダーシッ
プ PM論に依拠しながら， リーダーシップ P尺度として10項目， リーダーシップM尺度として10項目，
計20項目で構成されている D これらの 2 つの尺度の妥当性は，学級連帯性，規律遵守，学習意欲，学校
不満といった外的基準変数との関係において，確認されている(第 4 章・第 l 節および第 2 節参照)。
もう 1 つは. I授業における教師のリーダーシップJ 測定尺度である(第 7 章・第 1 節参照)。この尺
度は，理科授業における教授行動を測定するために「学習の仕方の指導」尺度として 8 項目. I 自主性






「教師の意思決定j に関しては，次の 3 つの分析技法が開発されている。 1 つは. I授業過程におけ
る教師の意思決定J を分析するためのVTR中断法である(第 6 章・第 2 節参照)。これは，録画され
た授業のポイント場面でVTRを中断させ，そして教授行動の意思決定を求めるといった方法である。
2 つ目は. I授業過程における教師の意思決定」測定尺度である(第 8 章・第 1 節参照)。乙の尺度は，
「熟慮的で一貫性のある意思決定」尺度として 5 項目. I柔軟で受容的な意思決定」尺度として 5 項目，
計10項目で構成されている。もう l つは. I授業過程における教師の意思決定」を分析するためのカテ'
ゴリー・システムである(第 8 章・第 2 節参照)。このカテゴリー・システムは，授業者(本人)が各












第 8 章・第 1 節の研究結果より，適切で効果的な教授行動の前提には，少なくとも「熟慮的で一貫性













① 「学級経営における教師のリーダシップJ の測定尺度を， リーダシップPM理論に依拠しつつ開発
し，次いで「授業における教師のリーダシップJ 測定尺度を開発し，その妥当性を検証したこと。
② 「授業過程における教師の意思決定」を解明するために. VTR を中断して，参観者にその先の対
処についての判断を求めるという技法を開発した。そして，授業を参観する教師の教職経験年数，性，
その題材を教えた経験の有無などで，意思決定にどんなちがいが出るかを明らかにしたこと。
③ 「授業過程における教師の意思決定J 測定尺度を開発した。また 授業過程における教師の意思決
定を，授業者自身が検討できるカテゴリー・システムをも開発し，それぞれの妥当性も検証したこと。
④ 授業過程での児童の学習行動測定尺度と学習集団雰囲気の測定尺度とを開発し，先の③で述べた教
師のそれと合わせて，授業評価に新しい道具を提供したこと。
以上，本論文は社会心理学と教育工学的な観点と方法論を統合することによって，授業研究，授業評
価，教師教育，教師の意思決定及びリーダシップの研究に，従来みられなかった多くの貢献をなし，学
術博士の学位を授与するのに充分であると判定する。
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